
 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

★■名瀬谷戸の会 

12月、1月の定例作業の予定は以下のとおりです。 

12月 6日（土）、14日（日）、15日（月）、22日（月） 

1月 10 日（土）、18日（日）、19日（月）、26日（月） 

活動時間：10:00〜15:00                                （福田 記） 

 

★■さがみの森 

「さがみの森」は毎月第 2土曜日と第 4日曜日に定例活動をしています。  

12 月は 13日(土)と 28日(日）です。 

13 日の作業は小屋・倉庫整備、間伐、道づくり等。 

28 日は枝打ち、間伐、道づくり等。豚汁づくりがあるかも。 

参加希望の方は、活動日の 3日前までに「フォレスト 21さがみの森」へ連絡をお願いします。 
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草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

第 203号   2025年 2月 10日発行 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

メグスリノキの紅葉 （撮影 塙） 

活動予定 
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集 合：8:30 

場 所：橋本駅（JR横浜線・京王線）南口マクドナルド前  

参加費：300円  

 レンタカーに乗り合わせて約 30分、相模原市緑区三ヶ木近くの仙洞寺山の国有林で森林整備をしています。  

持ち物：弁当、飲み物。なおヘルメットや道具等は現地の倉庫にあり、借りられます。  

中止の場合：活動中の天候や、現場までの道のりに危険が予想される場合は中止。前日 18:00までに中止の連絡

あり。   

※※※さがみの森の活動に初めて参加される方※※※※  

下記の専用フォームに入力してください。  

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform  

その際、「フォレスト 21さがみの森」を知ったきっかけについて、 

「NPO法人全国森林インストラクター神奈川会の紹介」と入力してください。 

～フォレスト 21さがみの森～ 

〒113-0033 東京都文京区本郷 2-25-14 第一ライトビル 405号室  

 TEL：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536  

 E-mail：sagami@moridukuri.jp 担当 樋口 満里  

 (久保 記） 

 

★■木もれびの森 

JFIKでは相模原市の住宅地や国道 16号線沿いに広がる 73 haもの平地林「木もれびの森」で森林保全活動を

している団体の一つ「NPO法人相模原こもれび」への人的活動支援を行っています。 

参加希望の方は NPO法人相模原こもれび（https://www.npo-komorebi.com/）をご確認いただき、 

080-1032-3927（白川）までご連絡ください。 

場 所：木もれびの森 イヌシデ広場 

    〒252-0331神奈川県相模原市南区大野台 8丁目 16 

    JR横浜線「古淵駅」より徒歩 20分 

   詳しくは右の QRコードを読み込んでください。 

参加費：なし 

日 当：なし 

保 険：市民活動サポート補償制度（保険契約者：相模原市） 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/fukushi/1026643/joho/1006570.html 

   「団体等に一時的・臨時的に名簿登録し、ボランティア活動に参加する人」への適用を想定 

（白川 記） 

 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「神奈川宿・高島台・三ッ沢せせらぎ緑道の自然を楽しむ」 

日 時：12月 17日（水）、12 月 20日（土） （雨天の場合は中止）  

集 合：JR東神奈川駅 改札外 10:00（改札口は一カ所／受付は 9:30開始） 

解 散：横浜市営地下鉄三ッ沢上町駅 14:15頃の予定 

募集定員：各回 40名 

コース概要：東神奈川駅→ 慶運寺（通称 浦島寺）→ 本覚寺      → 高島山公園（望欣台の碑）→ 台町公園

（昼食・      ）→ 愛染地蔵尊→ 三ッ沢せせらぎ緑道→ 豊顕寺      → 三ッ沢上町駅        

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform
https://www.npo-komorebi.com/
https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/fukushi/1026643/joho/1006570.html
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（歩行距離約 5 ㎞）                                                                                     

申し込み：実施日の 3日前までに全国森林インストラクター神奈川会（JFIK）ホームページ・イベント情報・参

加申し込みフォームから申込んでください。  

※企画の詳細については JFIK ホームページ・イベント情報に掲載してありますのでご覧下さい。   

（鈴置 記） 

 

                                

■室内勉強会（Zoomオンラインで実施） 

2月：「名瀬谷戸の会の「産官学民」連携における「里山保全活動と里山環境教育活動の一体化事業」の成功の 

秘訣とは！」 

2026年 1月は休会といたします。2月は田中真次さんによる名瀬谷戸の会のお話です。 

日 時 ：2026年 2月 13日（金） 19:30～21:00  

講  師 ：田中真次 （H21） 

概 要 ：2016年に横浜市戸塚区に設立した名瀬谷戸の会は JFIK会員が中心となって横浜市有地の「名瀬北特

別緑地保全地区」6.5 ha の里山保全管理を実施しております。産官学民の様々なステークホルダー

との緊密な連携により、行政に国内トップレベルと認知されているこの一体化事業のもとで、豊か

な生物多様性に恵まれた身近な里山の自然保護の大切さを多くの地域住民たちとともに継続的に守

り育てております。持続可能な地域社会作りのこの里山環境活動が新しいステークホルダーを含め

た里山連携提案や画期的な環境教育活動に着実に繋がってきております。この輝かしい実績・成果

により、本年 11月に横浜市から「横浜環境活動賞 市民の部 大賞」を授与されました。(講師記) 

参加方法等：お申し込みなどの詳細は会員 MLで別途ご連絡致します。 

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 ：ugk58629@gmail.com         ：090-3532-0479 

佐藤 淳 ：sato.forest2807@gmail.com ：080-1081-1034 

                                             （嶺 記） 

 

■山こい倶楽部 121回企画「大楠山」 

みなさま。山こい倶楽部、今年最後の企画です。 

以下の通りご案内いたします。強度は強くないと思いますので、初めての方も是非お気軽に参加ください。 

 大楠山(241 m)は三浦半島の最高峰です。三浦半島の中心部に位置し、山頂からは東京湾を挟んで房総半島、

伊豆大島、天気がよければ富士山などの眺望を楽しめます。 

 今回は逗子駅からバスに乗り前田橋で下車。大楠山を登り、衣笠山まで歩きます。 

 冬の照葉樹林の森で低山ですが結構アップダウンがあり、変化に富んだ楽しいコースです。 

１．日 時：12月 20日（土） 

２．集 合：8:55 JR逗子駅バス停 2番乗り場  

     （9:05発長井行きのバスに乗車予定） 

３．コース： 

  前田橋バス停 9:35⇒前田川散策路（トイレ）⇒大楠山登山口 10:00⇒大楠平（トイレ）10:50⇒大楠 

山山頂（昼食）11:20～11:50⇒エコミル（トイレ）12:30⇒大畑橋 12:55⇒衣笠城址 13:20⇒衣 

笠山登山口 13:50⇒衣笠山（トイレ）14:05⇒衣笠山公園入口 14:25⇒衣笠駅（解散）14:35（約 10 km） 

mailto:ugk58629@gmail.com
mailto:sato.forest2807@gmail.com
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４．行動時間：5時間 

５．装 備：一般的なハイキング装備、地図、コンパス、昼食、行動食、非常食、雨具、防寒具、健康保険証 

６．参加費：500円 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

注意事項： 

* 会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

* 天候などで中止をする場合は前日 20：00までに参加者にメールにて連絡します。 

* 不明な点は事務局までご連絡ください。 

参加を希望される方は 12月 18 日（木）までに竹山までメールでお申し込みください。 

(山こい事務局 竹山 amayekat196602011@gmail.com TEL.080-1147-0043） 

 

■森こい倶楽部 第 72回 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。11 月～12 月につ

きましては、事務局都合で催行を見送らせていただきました。新年からは、再開いたしますので、ご参加をお

待ちします。 

本テーマは、11 月に中止したテーマのリベンジで、安全を考慮して、後半を一部短縮したコース設定をして

います。更に、2月は 12月から延期した渋沢・四十八瀬川を予定しています。 

テーマ：千代ケ崎砲台跡から鏝絵の世界（横須賀市） 

プラス Oneテーマ：沈降海岸 

開催日：2026年 1月 11日（日）9:30～15:30 （日時共に、変則開催ですのでご注意ください） 

集 合：京浜急行 浦賀駅 改札外 9:30 厳守（9:43のバス乗車、次は 1時間後） 

リーダー：石川 雄一（H25） 

参加費：500円（保険代含む） 

所持品：名札、昼食、飲み物、シート、雨具、筆記具、など。 

申し込み：ご参加の方は、1 月 9 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願い

します。未登録の方はお申し込み時に緊急連絡先（続柄）も合わせて回答下さい。（個人情報は本目的以

外には使用せず、厳重に管理いたします） 

メールアドレス：m.hisano77@gmail.com  TEL:090-8280-1816 

＜催行条件＞ 

荒天が予測される（少雨では決行）などで中止する場合は、前日 17:00に確認した後速やかに JFIKメール

で連絡します。 

＜概要・行程＞ 

浦賀駅からバスに乗車、明治時代に首都東京を防御する砲台の一つであった千代ケ崎砲台跡でガイドの説

明を聞き、昼食です。午後は、ペリー来航の地、浦賀で干鰯問屋・回船問屋により栄えた頃の面影を残す鏝

絵（こてえ）の寺社をたっぷり巡り、東西の町を結ぶのどかな渡し船に乗船する、若干長めのフルコースで

す。リアス式海岸ゆえ、砲台跡、寺社によってはアップダウンがあります。歩行 7 ㎞ 

＜コース概要＞ 

浦賀駅      バス停→バス乗車→燈明堂入口バス停→      →燈明堂→千代ケ崎砲台跡ガイド（昼食）      →川間ド

ッグ→為朝神社→川間会館（鏝絵）→浦賀奉行所跡→西浦賀海岸公園      →陸軍桟橋・引揚記念碑→廻船問屋

mailto:amayekat196602011@gmail.com
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（鏝絵）→東福寺（鏝絵）→西叶神社（鏝絵）→渡船場      →渡し船乗船→渡船場      →徳田屋跡→東叶神社→

東林寺→専福寺→東耀稲荷→乗誓寺（コンビニ      ）→新町バス停→バス乗車→浦賀駅      （解散） 

 

以降の予定（事情により変更になることもあります） 

2 月 1日（日）渋沢上地区丹沢百景から四十八瀬川の小田急線ビューポイントへ（秦野市） 

3 月 1日（日）桑都八王子片倉城址から絹の道・鮎の道（八王子市） 

4 月 5日（日）鎌倉街道上道、飯田の里で桃源郷（八重桜・花桃）（横浜市泉区） 

（事務局代表 久野） 

 

 

 

■2025 年度第 2回目谷本小学校森林保全作業 

日 時：11月 8日(土) 9:00～11:00 曇 

場 所：横浜市立谷本小学校（青葉区）隣接校有林および体育館前校庭 

参加者：児童 32名､保護者 20名､教職員 10名 計 62名 

JFIKスタッフ：足立、河野、田中、松田 計 4名 

概 要： 

 前日立冬であったにもかかわらずポカポカ陽気であったのに対して、この日は気温が下がり肌寒い作業日と

なりました。5月は本番、予備日と共に雨で流れ、今回が今年初めての作業日です。 

JFIK スタッフは 8:30 に校庭に集り､下見を行います。遊歩道等の落葉、落下ドングリ、ビオトープ池周辺等

の作業内容の確認をしました。 

教職員も同じく作業道具や補修材料の準備、長机等の設営にかかります。参加者は 8:45 頃より受付開始、参

加者は前回より少なく 62名。 

松井副校長先生、PTA役員の挨拶の後、JFIKスタッフが作業内容と班分け等について説明します。今回の作業

は次の通りです。 

 ビオトープ（生息池）周辺清掃､除草 

 遊歩道の清掃（落葉集め、除草） 

 遊歩道の階段の整備、補強 

 この内、①は 1、2 年生と保護者、②は 3、4 年生と保護者、③は 5、6 年生と保護者（おやじの会）が分担し

ます。今年も特にビオトープ池近くのイチョウに大量のギンナンの落下があり、これの片付けもお願いするこ

とになりました。 

大体 3、4 割がリピーターで 6 割位が初めての人ということですが、保護者はもちろんのこと、生徒たちも

JFIKスタッフ、教職員と保護者の指導で危なげなく作業を行います。保全作業は 1時間で終了しました。 

この後のネイチャーゲームは恒例のビンゴゲームです。見違えるようにきれいになった森に入りビンゴゲー

ム対象を探します。ビンゴを完成したグループに 4種類のドングリ（クヌギ、マテバシイ、シリブカガシ、スダ

ジイ）を配り解散しました。                              （松田 記）                                           

活動報告 
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杭打ち（遊歩道整備） 

                                                                                              

■名瀬谷戸の会 

１回目 定例活動 

・日時：11月 1日（土）10:00～15:00 

・参加者：合計 27名   

JFIK：4名 地元・地域：11名 ファミリー：6名 

横浜メダカの会：6名 

・作業内容：●ゾーン 6：林内清掃、倒木の片付・搬出、しがら   

柵の整備、雑木林再生の実生マーキング作業 ●ゾーン 6の  

草刈り ●こども里山体験班：サツマイモを焼き芋にして食 

べる体験、ストーブ周りの片付け、薪割り体験 ●横浜メダ 

カの会：池の植物の除草、水生生物調査、・微生物、水質調査 

 

2回目 定例活動 

・日時：11月 9日（日）（降雨のため活動中止） 

 

3回目 定例活動 

・日時：11月 10日（月）10:00～15:00 

・参加者：合計 16名  

JFIK：7名 地元・地域：9名 

・作業内容：●ゾーン 6 間伐するタケのマーキング、しがら 

柵の整備、間伐 ●ゾーン 6の草刈り、放置された倒木など 

の処理、草刈り後の片付け ●ゾーン 8及び近藤竹林のエリ 

アで、間伐するタケのマーキング ●薪保管庫作製 

                                  

遊歩道の清掃 

ゾーン 6 しがら柵整備 

集合写真 
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4回目 定例活動 

・日時：11月 17日（月）10:00～15:00 

・参加者：合計 17名  

JFIK：7名 地元・地域：10名  

・作業内容：●ゾーン 6で、間伐するタケのマーキング、しがら 

柵の整備、林内清掃 ●ゾーン 8の草刈り、ササ刈り ●ゾ 

ーン 6のマダケ林下部ササ狩り  

                        （福田記） 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて ～開国の港、浦賀の自然と歴史を訪ねる～ 

日時：11月 19日（水）、22日（土） 10:00～14:45 

参加者：一般 39名（19日 21名、22日 18名） 

スタッフ：昆野、佐藤（淳）、菅原、吉原、鈴木（康）、鈴木（茂）、藤井、河野、田口、鈴置、広川（計 11

名） 

コース：京急浦賀駅→大衆基本塚→浦賀コミュニティセンター→西叶神社→浦賀奉行所跡→為朝神社→ 

西浦賀海岸公園（昼食）→陸軍桟橋→浦賀の渡し舟→徳田屋跡→東叶神社→東林寺→専福寺→東燿稲荷  

→乗誓寺→新町バス停→        →京急浦賀駅 解散 

 

今回は、ペリーが来航して開国のきっかけとなった浦賀を訪れました。浦賀は三浦半島東南端、東京湾入

口に位置する深い入り江のある街で、対面する房総半島まで 10 km程しかなく、房総半島を直ぐ近くに望むこ

とができました。深い紺色の東京湾、行き交う船、まだ緑の房総半島が爽やかに綺麗でした。 

浦賀は平安時代末に源氏再興を祈願して叶神社が創建され、室町時代には、小田原北条氏の水軍の基地とな

り造船職人が集まりました。江戸時代には綿花の肥料として干鰯（ほしか）の生産が盛んになり、干鰯問屋・

回船問屋などで浦賀の街は最盛期を迎え、江戸を守る重要拠点として、

1720年（享保 5）下田から浦賀に奉行所が移されました。また、街の至る

所で、問屋の土蔵を手がけた左官職人が、コテと漆喰で作った「鏝絵

（こてえ）」を観ることが出来ます。 

ペリーの黒船に人々は驚嘆し、日本でも洋式軍艦建造の必要性を感じ

た浦賀奉行所与力・中島三郎助は日本で最初の洋式軍艦「鳳凰丸」を建

造し、勝海舟や福沢諭吉が乗船して太平洋を渡った咸臨丸も浦賀で整備さ

れました。これが端緒となり浦賀は造船の街になったのです。海軍駆逐艦、自衛隊護衛艦、青函連絡船が建造

されました。今もレンガ造りのドックが残ります。 

浦賀駅前は「浦賀ドック」の跡地で、跡地沿いの道端にはシャリンバイ、

ツルオオバマサキなど海浜植物が大きな実をつけていました。浦賀の旧市街

地は東海道戸塚宿や保土ケ谷宿から続く浦賀道で、入り江と丘陵に挟まれた

細い道の先に西叶神社があります。平安時代末期に源氏再興を祈願して創建

された神社で、境内にはサカキ、ソヨゴが実をつけ、ヒイラギ、シュウメイ

ギク、ツワブキが晩秋の花を咲かせていました。ツワブキの花言葉は「謙

ゾーン 6 林内清掃 

渡し船 

西叶神社 
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虚」。「四季の最後を飾る花」といわれ、「順番を待って控えている印象」が「謙虚」という花言葉に結びつ

いたそうです。 

終戦後、南方からの引揚げ船が帰港した陸軍桟橋の近くから、浦賀の入

り江を渡る「渡し船」に乗船して東浦賀へ。海の上でも横須賀市道だそう

です。皆さん渡し船は初めてとのことで嬉しそうでした。狭い入り江の入

口向こうに房総半島が見えます。 

船着き場の近くに東叶神社があります。1683年（元禄 5）に浦賀村が東

西に分かれたときに、西浦賀の叶神社を遷して祀り、東叶神社を創りまし

た。お社の前に巨大なソテツが。源頼朝が源氏再興の折りに植えたそうで

す。根元は 2 ｍ近くあり真実味が増します。裏山は北条水軍の浦賀城跡

で、勝海舟が咸臨丸で太平洋を渡る前にそこで断食をしたそうです。 

東浦賀には東林寺、専福寺など小田原北条氏の時代に創建された寺が並びます。最後に訪れたのが蓮如上人

お手植えの樹齢 500年のイチョウがある乗誓寺。曽我兄弟の兄十郎祐成と虎御前の子、了源が開山した浄土真宗

のお寺。曽我兄弟に子供がいたことを初めて知りました。乗誓寺近くのバス停からバスに乗り京急浦賀駅に。

浦賀の歴史と海に囲まれた自然を満喫した一日でした。                  （広川 記） 

 

■四季の森公園特定植物「ドングリの仲間」の観察会 

日 時：11月 3日(月・祝) 13:00～14:30 晴 

場 所：四季の森公園はす池、あし原湿原周辺 

参加者：8名 

JFIKスタッフ：リーダー松田、サブリーダー鈴木、西岡、三樹、支援日比野 

公園スタッフ：小林 

概 要：（一班の観察分） 

 当日東京の「木枯らし１号」が観測されました。この日風は強かったものの良く晴れて、格好の観察日和に

なりました。最寄りの駅の「中山まつり」と重なるためか、今年は特に参加者が少なく 8人で、これを二つに分

け一班は､はす池､あし原湿原を反時計回り､二班は時計回りで出発。 

日本にある 22種類のドングリの内この公園には 7種類ありますが、今

回の観察コースで見られるのはマテバシイ、シラカシ、コナラ、クヌ

ギ、クリの五つです。JFIK スタッフは特徴ある他の植物についても解説

します。 

 最初に出会うのは北口広場の隅にある 2 本のマテバシイです。やや強

い剪定のためドングリは見られず、持参の写真、現物で説明しました。

次は広場のカツラ。一本が枯れて現在は雄 1、雌が 2 の三本です。この木

の概要と葉の砂糖醤油に似た香りを解説、また日本最大と言われる山形県最上町の大カツラを写真で披露しま

した。 

コナラとクヌギの比較 

東叶神社 ソテツ 
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 はす池前面では横浜、相模原のシンボルであるケヤキの葉が色付き始めていました。またアキニレについて

は公害に強く、カブトムシやクワガタが集まり植生を豊かにする他、ハルニレ（エルム）とも比較。はす池左

岸木道のニシキギは一部紅葉が始まっていました。スズランノキ、ニッサボクと共に三大紅葉樹であること、

11 月 30 日の「紅葉」の観察会は見頃になる予想から参加を勧誘しま

した。 

あし原湿原左岸の遊歩道に入ると樹木が覆いかぶさり薄暗くなりま

すが、ここでサワラを中心にヒノキ、スギの見分け方や効用について

また日本の林業についても少し触れました。 

この少し先の小さな谷戸付近にはクヌギ、コナラが並んで生えてい

るところがあり、またシラカシも多く、格好のドングリの観察の場所

となっています。今年の猛暑のためか例年になく落下したドングリ、

特にコナラが多く参加者を喜ばせました。 

上の池手前を U ターンしてあし原湿原右岸を北に向かいます。こ

こから休憩所までに観察した主な木々はオニグルミの変種であるヒ

メグルミ、シナノサワグルミ、オオシマザクラ、クリ、ミツマタで

す。クリについては日本では古来重要な食糧であったこと、用材と

しても強く古代青森県の三内丸山遺跡の大型建築物、近代では鉄道

の枕木に使用されてきたことを説明しました。ミツマタは和紙、紙

幣の原料となる事、春を呼ぶ縁起の良い花として古来サキクサ「先草」と呼ばれたことを解説しました。 

 休憩所の先は､はす池右岸を事務所方向に進みます。このコースで見たものはハナイカダ、ホウノキ、ツクバ

トリカブト、ノダケです。ハナイカダは別名ヨメノナミダ、若葉が食用になること、ホウノキは花、葉が日本

最大で、後者は岐阜県の朴葉味噌に使われること､ノダケではカレー粉の匂いを体験しました。 

 最後はじゃぶじゃぶ池近くの斜面を上がった所にあるシラカシとコナラの観察です。この場所から手に触れ

ることができる場所に両者が生えています。シラカシの縞のある殻斗がはっきり見え、ここで殻斗によるカシ

類と他のドングリの見分け方を説明し、興味を深めました。                                  

 ツワブキの黄色い花が咲く北口広場に戻ります。両班の集合を待ってドングリやクラフトを配って解散しま

した。                                         (松田 記) 

 

■室内勉強会「五感で楽しむ！秋のネイチャーゲーム体験と指導法」（対面形式で実施） 

日  時 ：11月 15日（土）14:00～16:45  

講  師 ：小澤祐司 （R5） 

場 所 ：大和市「泉の森」自然観察センター・しらかしのいえ 

多目的ルーム 

参加者 ：阿部、大谷（雅）、河野、久次米、蔵田、鈴木（淳）、

鈴木（茂）、竹山、豊川、塙、日比野、 

藤井（久）、三樹、佐藤（淳）、嶺  計 15名 

概  要 ：なんと 5年ぶりに対面で行われた室内勉強会、それも室内

を飛び出しての野外活動と聞きワクワク！ 

（シバ）グリの説明 

ドングリのサンプルとクラフト 

「ネイチャーゲーム」学習風景 
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ネイチャーゲーム指導のポイントの一つに「体験第一、解説はあとで」があるそうで、講師の小澤さんの自

己紹介のあとはさっそく動物カードを使ったゲーム「動物交差点」からスタート。自分では見ることができな

いように背中に貼ったカードの動物は何かを、ヒントを出してもらって当てていく。次々と相手を変えながら

「足は何本？」「大きさは？」「住んでいる場所は？」「主食は何？」などワイワイガヤガヤ。なかなか答え

にたどり着けないメンバー（ムササビは難しかった！）に皆で助け舟を出したりして、場が一気に盛り上がる。 

 ここから野外へ。まずは 3 人 1 班で「フィールドビンゴ」。「いいにおい」「ふわふわ」「とりのこえ」な

ど、見るだけでなく手触りや音、香りなど、五感で感じるメニュ

ーを探して園内を歩き回る。他の班がどこで何を見つけたか、答

え合わせも楽しい。 

 そしてお次は「自然の紋」。日本の家紋には自然素材が多く使

われている。この家紋を自分で作ってみよう！というもの。皆、

昆虫や植物など思い思いのものを観察し熱心にデザイン。森林イ

ンストラクターらしい？こだわりもあり、お披露目では力作の家

紋がずらりと並んだ。 

続いては「木の鼓動」。小澤さんが取り出したのは全員分の

「聴診器」。これで木に流れる音を聴こうというのだ。森を歩き回って木の音を聴く。実際には、木が水を吸

う速度は 1時間で約 50 ㎝。流れる音は聞こえないらしいのだが、でも木の中の音を聴く初めての体験に皆がワ

クワクしているのが分かる。 

ここで室内に戻ってネイチャーゲームの説明。「ネイチャーゲーム」と聞くと、ただ「自然素材で楽しむゲ

ームか」と思ってしまうけれど、そうではなかった。プログラムやリーダーの在り方について、自然を五感で

体験し気づきを得て学びに繋がるよう、しっかりしたメソッドが組まれているのだ。例えば 200種類以上もある

というゲームは「フローラーニング」という 4段階に分かれている。この流れに沿ってゲームを行っていくこと

で、皆が時には共感し時には集中しながら自然に向き合えるようになっている。今日もその順番で実施された

とのこと。ネイチャーゲームの提唱者ジョセフ・コーネル氏の著書の原題は「Sharing Nature with Children」。

自然をわかちあうためのプログラムなのだ。 

生き物や植物の知識を伝えるだけではなく、また違うアプローチで自然とのふれ合いを広げる「ネイチャー

ゲーム」、その奥深さとともに、こんな素敵で楽しい方法もあると知ることができて充実の一日となった。 

小澤さん、ありがとうございました。                        （三樹睦月 記） 

 

■山こい倶楽部 120回企画「奥多摩むかし道」 

日 時：11月 30日（日）9:00～14:00 

場 所：奥多摩むかし道 

参加者：竹山（リーダー）、松井（サブリーダー）、久保、漆原、中澤

（均）、中澤（美）、引田（7名） 

歩行時間：5時間 10分 休憩 40 分 

歩行距離：9.9 km（登り 487 m 下り 665 m） 

コース：水根バス停 518 ｍ～大麦代トンネル 520 ｍ～水根 592 ｍ～奥多摩む

かし道入口 443 ｍ～小河内ダムゲート 443 ｍ～393 ｍ～しだくら橋 392 ｍ～

「自然の紋」野外研修風景  

集合写真 
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惣岳 387 ｍ～梅久保バス停 411 ｍ～白髭神社 406 ｍ～小中沢 383 ｍ～檜村橋 369 ｍ～桧村 356 ｍ～槐木 410 

ｍ～奥多摩むかし道入口 341 ｍ 

 

 「奥多摩むかし道」は、旧青梅街道と呼ばれていた道で、氷川から 小河内に達するまでの道です。この街道

は、小菅から大菩薩峠を越えて甲府に至る甲州裏街道で、甲州街道より 8 kmほど近道であったそうです。現在

の青梅街道は、柳沢峠を越えて塩山（甲州市）に至る道で明治 11年に開通しました。 

今回はピークを目指すのではなく、歴史を感じさせる旧街道の散策といったところです。今年の紅葉は長い

期間楽しめるようで、モミジを中心に黄色、茜色の紅葉が残っていました。奥多摩駅集合後、バスに乗車、水

根バス停から奥多摩駅を目指すコースを辿ります。散策道に入り、広葉樹が茂る沢沿いの道を進みます。オオ

バアサガラの黄葉、モミジの紅葉を楽しみながら、歩みを進めます。遠くに奥多摩湖（小河内貯水池）を見渡

せます。「虫歯地蔵」、「牛頭観音」、「耳神様」、「縁結び地蔵尊」等の信仰の名残や「道所吊橋」、「し

だくら吊橋」、「馬の水のみ場跡」等、当時の街道の賑わいや人々の生活に

想いを馳せながら、ゆっくりと歩みを進めました。途中、エナガ、アオジ、

ホオジロの囀りを楽しめたかと思えば、サルの一家に驚かされる瞬間もあり

ました。また、コース中盤にある、「白髭神社」には、「都指定天然記念

物」である巨大な石灰岩の断層露頭「白髭大岩」があります。秩父古生層に

属する石灰岩層の断面が露出したものとのことで、岩壁そのものがご神体と

して信仰されてきたと考えられているようです。コース終盤には、かつて小

河内ダム建設のために利用されてきた「東京都専用線小河内線」の廃線跡を

歩くことが出来る箇所があります。ダム建設の活気に溢れていた現役当時の

様子を偲び、ノスタルジックに感傷に浸ることも出来ました。注）一部線路

下の土壌が崩壊しており、危険箇所もありました。訪れる方は充分ご注意く

ださい。 

                              （竹山 記）  

 

  

廃線跡の散策 

イロハカエデの紅葉 

シロヤシオ 

サルの大将？ 
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       押してだめなら引いてみろ 

 
 

R6 花村美保 

「そうだ、秋田に行こう」 

ふと思い立ち、勢いに任せて往復の飛行機とレンタカーを手配。はて、秋田には何があるんだ？と調べて 

みたところ、「日本一高い天然秋田スギ」と「森の巨人たち百選『コブ杉』」があるらしい。よし、行って 

みよう。 

ひとりで行く、「旅のための旅」は、人生で初めてでした。 

あいにくの雨でしたが、好きな音楽を聴きながら、コンビニコーヒ

ーを片手に運転する気持ち良さ、その時間の豊かさと贅沢さよ。さら

に、ちょうど紅葉の季節だったので、色とりどりの景色が、普段は見

られないようなスケールで迫ってきたのは圧巻でした。これだけで

も、来てよかった、と思える美しさでした。 

道を進み、日本一高い天然秋田スギのある仁鮒（にぶな）水沢スギ

希少個体群落保護林へ向かいます。「きみまち杉」と名付けられた樹

高 58 m、直径 164 cmの日本一高い天然秋田スギをはじめとする、ス

ギ林が出迎えてくれました。樹齢 180～300年とのことで、荘厳・静謐

な森をイメージしていたのですが、実際に行ってみると、木々たちは思いのほか賑やかでした。 

続いて、森の巨人たち百選「コブ杉」を見に行くべく、カーナビ

を設定すると、所要時間は 2時間。事前にルートを調べたときは

30分だったので、改めて Google Mapで調べてみようとしたら、圏

外。うん、30分だった気がする。雨も強くなってきたし、よし、

カーナビは右に行けと言っているけれど、コブ杉に向かう方角の左

に行ってみよう。さすがにどこかの道には出るだろう。 

左折して進むこと 10分、20分…、大きな水たまりや泥道のある

一本道が続きます。タイヤがとらわれないよう神経をすり減らしな

がら、さらに 10分ほど運転していくと、その先は、なんと倒木に

よる行き止まりでした。誰か、言ってよ。戻るしかありません。 

来た道を引き返し始めたところ、途中で深い轍にタイヤがはま

り、車が前にも後ろにも動かなくなってしまいました。天候は雨、

時刻は 14:00過ぎ。電波なし、人の気配なし。電波が届く場所までおそらく徒歩で 5時間程度、車外に出れば

今流行りのクマの危険あり。ここでわたしが立ち往生していることを知っている人は誰もいない。ここで夜を

明かすことになるか、最悪、命に関わるかもしれない・・・。 

それまでは、レンタカーということもあり慎重に運転していたのですが、もはやなりふり構っている場合で

はない、と判断しました。そして、「押してだめなら引いてみろ！」と思いきりバックしてみたところ、「が

こっ」と大きな音がして、轍から脱出することができました。 

そこからは無我夢中で、来た道を戻りました。車の右側の前輪はパンクし、キャップも外れてしまいました

が、電波の届くところまでたどり着いて、レンタカー会社、保険会社、警察に連絡をして、ようやく一息つけ

ました。（警察の方に状況を説明したところ、「神奈川から、スギを見に？」と驚かれました）。 

皆さんも、もし、ひとりで森に入るときは、緊急連絡を含めた安全対策・危機管理を十分に行うようお気を

つけください。そして、それでも、何かに追い詰められてしまったら。「押してだめなら引いてみろ」を思い

出してみてください。 

秋田の風景 
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書 名  : センス・オブ・ワンダー 

著 者 : レイチェル・カーソン、上遠恵子訳 

出版社 : 新潮文庫 

発行日  : 2021年 9月 

価 格 : 670円＋税 

感 想  : 

レイチェル・カーソンの名著なので多くの方が読ん

だことがあるのではないかと思います。自然観察のル

ーツの一つとも言えるのではないでしょうか。 

「知ることは感じることの半分も重要ではない。」 

「わたしたちは、嵐の日も、おだやかな日も、夜も

昼も探検に出かけていきます。それは、なにかを教え

るためにではなく、いっしょに楽しむためなので

す。」 

「子どもたちの世界は、いつも生き生きとして新鮮

で美しく、驚きと感激にみちあふれています。」 

など多くの金言が載っています。子供の頃に自分の

目で見て、手で触って、嗅いで、味わってみて、浸っ

てみるといった自然の中での体験は感性を磨き、活力

となっていくのでしょう。 

この本はレイチェル・カーソンが 56歳の生涯を終え

た翌年に出版されたので彼女が考えていたことが伝え

切れてないのかもしれません。しかしこの本の半分は

日本人 5名による解説が入っていることからも、彼女の思想が国を超え、多くの職業の人に影響を与えたことが

計り知れます。森林インストラクターのみなさんにとっても考え方が大変参考になると思います。                                                

（橋本  武） 
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11月度の会員異動 

11月 30日現在  会員数 173名 

月例会が開催されました 

日 時：11月 28日（金）19:30～20:45 

場 所：Zoomオンライン 

出席者：理事 12名、監事 0名、会員 4名   

合計 16名 

内容は会員向けメールをご覧ください。 

次回月例会 

日 時：12月 26日（金）19:30～  

リアル開催予定 （場所：かながわ県民センター） 

新規合格者歓迎会 

日 時：2026年 1月 24日（土） 13:00～  

（場所：大和市泉の森「しらかしのいえ」） 

 13:00～ 第一部 オリエンテーション 

 15:10～ 第二部 自然観察会 

 17:30～ 第三部 懇親会  

（場所：未定 大和駅付近） 

＜総会開催案内＞ 

NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会「第 11

回通常総会」を下記により開催します。詳細は別途

ご案内致します。 

日 時：2026年 2月 21日(土) 15:30～16:30 

場 所：あつぎ市民交流プラザ(ZOOM中継あり) 

議 題： 

  第 1 号議案 第 11 期（2025 年度）事業報告及び決算 

  第 2 号議案 役員改選 

  第 3 号議案 第 12 期（2026 年度）事業計画及び予算 
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掲 示 板 

編集後記 

知人を訪ねて大分県日田市

周辺を回りました。見所が

多く、温泉も素晴らしく感

動しました。（松山） 

今年の秋は、短く終わった気

がします。冬がすぐ来て、そ

の分、紅や黄の葉が見事でし

た。（かじうら） 

私のほぼ毎年の恒例となって

いる大阪城での第九合唱に参

加してきました。今年も合唱

中に感極まって涙してしまし

ました。（塙） 


